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図
書
館
は
、
読
書
施
設
と
し
て
、
ま

た
、
地
域
の
情
報
の
拠
点
と
し
て
小
さ

な
お
子
さ
ん
か
ら
大
人
ま
で
幅
広
い
年

代
の
方
が
利
用
し
て
い
ま
す
。

読
書
は
人
生
を
豊
か
に
し
て
く
れ
ま

す
。
特
に
子
ど
も
の
読
書
活
動
は
、

①
言
葉
を
学
ぶ
②
表
現
力
を
高
め
る

③
想
像
力
を
豊
か
に
す
る
こ
と
に
役
立

ち
ま
す
。
読
書
を
習
慣
化
す
る
た
め
に

は
、
子
ど
も
の
と
き
に
た
く
さ
ん
の
本

に
触
れ
合
う
こ
と
で
す
。
図
書
館
で
は
、

子
ど
も
た
ち
が
本
に
親
し
め
る
よ
う
、

ま
た
、
子
育
て
中
の
お
母
さ
ん
た
ち
を

支
援
す
る
た
め
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
業

を
図
書
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
と

一
緒
に
行
っ
て
い
ま
す
。

図書館（本館）の子育て支援事業

毎月第 1、第 3 木曜日（午前 10 時 30

分～正午）は、あかちゃんが泣いても

大丈夫。泣き声などを気にせずあかちゃ

ん連れで気軽に利用してください。

あかちゃんタイム

乳児相談（前期）の時に絵本などが入ったブック

スタートパックをプレゼントし、図書館ボランティ

アによる絵本の読みきかせを行っています。図書

館とあかちゃんを結ぶ初めの一歩です。ぜひ、本

をとおして親子で触れ合ってください。

ブックスタートパックの配布

お話しコーナーや集会室で小さなお子さんに紙芝居や

絵本の読み聞かせを行っています。

読み聞かせ

毎月第 1、第 3 木曜日（午前 10 時 30 分～正午）、育

児中のお母さんや妊娠中の方のために育児に関する本

や雑誌などを用意してお待ちしています。育児の情報交

換に役立ててください。

ママ・プレママサロン

は
じ
め
よ
う
、
０
歳
か
ら
の
図
書
館
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書
館
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☎
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‐
５
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５
）

本
に
親
し
も
う
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【特集】はじめよう、0 歳からの図書館

図
書
館
を
支
え
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
力

配架
返却された本を元の書棚に戻します。１日平均

約 500 冊の返却が
あります。

※�本 館・ 金 砂 郷
分室で活動

破れたり傷んだ本を修理し、貸出できる
状態に戻します。
市内小・中学校
からも修繕の依
頼があります。

修繕

壁画展示
本の物語などを題材にイメージし季節

に合わせた絵を
制作し、飾って
います。

点字
目の不自由な方のために、絵本に点字

訳をつけています。
また、図書館まつ
りでは、子どもた
ちが点字を打つ体
験ができる点字教
室を開いています。

ブックリサイクル
図書の入れ替えなどで不要となった雑誌や、

市民から寄贈された
もので出版年の古い
本などを希望する方
にお譲りする、リサ
イクルブックフェア
を開催しています。

環境美化
図書館の花壇の整備や壊れた所の簡単な修繕

などを行い、心地
よく利用できる図
書館にしています。

読み聞かせ
お話しコーナーで小さなお子さんなどを

対象に、定期的
に絵本や紙芝居
などの読み聞か
せを行い、本の
楽しさを伝えて
います。

新聞ニュースの掲示
2 週間分の市に関するニュースや出来事など

の新聞記事を集め、
ブ ラ ウ ジ ン グ コ ー
ナーに展示していま
す。
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子
育
て
事
業
だ
け
で
な
く
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
使
い
や
す
い

図
書
館
と
な
る
よ
う
に
支
え
て
い
る
皆
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。

図書館は、これからもボランティアの皆さんとともに親しまれる図書館づくりを目指していき
ますので、ぜひ図書館に来てください。

※図書館の情報は、図書館だより（ひたちおおたお知らせ版 25 日号に毎月掲載）をご覧ください。



広報ひたちおおた　2016 年 12 月号 常陸太田市役所　72-31114

✿

✿おめでとうございます

✿

梶山翠月さん

  （西小沢小4年）

県
交
通
安
全
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

で
優
秀
賞

11
月
18
日
、
県
庁
で
第
52
回
県
交
通
安
全
県
民
大
会
が
行
わ
れ
、

平
成
28
年
度
県
交
通
安
全
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
に
入
賞
し
た
次

の
方
々
が
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

内田憂香さん 
（常陸太田特別支
援学校中学部3年）

✿ ✿ ✿
瑞宝双光章

海野隆 氏（増井町）

元茨城県議会事務局次長。永
年にわたり地方自治の推進に
尽力された。

✿✿
　88 歳の方を対象とした「高齢者叙勲」

において、本市から海野隆さんが受章され

ました。

叙勲叙勲

✿

川崎喜包さん

  （磯部町）

公
平
委
員
と
し
て

総
務
大
臣
表
彰

「
公
平
委
員
会
制
度
65
周
年

記
念
総
務
大
臣
表
彰
」
に
お
い

て
、
川
崎
喜
包
さ
ん
と
立
川
俊

六
さ
ん
が
、
総
務
大
臣
か
ら
表

彰
さ
れ
ま
し
た
。
川
崎
さ
ん
は

平
成
13
年
10
月
か
ら
、
立
川
さ

ん
は
平
成
14
年
７
月
か
ら
現
在

ま
で
、
常
陸
太
田
市
及
び
一
部

事
務
組
合
公
平
委
員
を
務
め
て

い
て
、
そ
の
多
年
に
わ
た
る
功

績
が
認
め
ら
れ
て
の
受
賞
と
な

り
ま
し
た
。

立川俊六さん 
  （寿町）

✿ソフ
ト
ボ
ー
ル
で
県
大

会
優
勝

10
月
22
・
23
日
、
第
22
回
県
小
学
生
男
子

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
ひ
た
ち
な
か
市
の

那
珂
湊
運
動
公
園
で
行
わ
れ
、
久
米
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
が
優
勝
し
ま
し

た
。
来
年
の
3
月
25
日
か
ら
静
岡
県
掛
川
市

で
行
わ
れ
る
第
10
回
春
季
全
日
本
小
学
生

男
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
に
出
場
し
ま
す
。

主
将
の
鈴
木
奏
人
君
（
久
米
小
5
年
）

は
「
堅
い
守
り
が
、
う
ち
の
チ
ー
ム
の
長
所
。

全
国
大
会
で
は
チ
ー
ム
一
丸
で
、
一
つ
で
も

多
く
勝
ち
進
み
た
い
」
と
コ
メ
ン
ト
し
て
く

れ
ま
し
た
。

久米ソフトボールスポーツ少年団の皆さん

後藤羽菜さん
（郡戸小3年）

歯
と
口
の
健
康
に
関
す
る
ポ
ス
タ

ー
コ
ン
ク
ー
ル
で
佳
作

平
成
28
年
度
歯
と
口
の
健
康
に
関
す
る
ポ
ス
タ
ー
コ
ン

ク
ー
ル
に
お
い
て
、後
藤
羽
菜
さ
ん
が
佳
作
を
受
賞
し
ま
し
た
。

柳橋一希さん

  （佐竹小6年）

「 雨 の 日 は 傘
を手に持って歩
くので危ないよ
という思いから
描きました。一
生懸命何週間も
かけて描いたの
で入賞できて嬉
しかったです」

「 お 母 さ ん、
おばあさんにも
アドバイスをも
らい、家族みん
なで楽しく歯を
磨いている様子
をポスターにし
ました」

「 自 転 車 の 正
し い 乗 り 方 を
ポスターで表現
しました。入賞
してお母さんが
ビックリして喜
ん で く れ ま し
た」

「 手 を 伸 ば し
て 横 断 歩 道 を
渡っている様子
をイメージして
描きました。信
号を表現するの
が大変でした」
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✿

✿

金澤秀行さん
  （亀作町）

地
域
安
全
へ
の
取
り
組
み

で
表
彰

10
月
10
日
、
県
立
県
民
文
化
セ
ン
タ
ー

で
行
わ
れ
た
第
38
回
地
域
安
全
茨
城
県
民

大
会
に
お
い
て
、
地
域
安
全
功
労
者
と

し
て
市
セ
ー
フ
テ
ィ
・
マ
イ
・
タ
ウ
ン
・

チ
ー
ム
の
金
澤
秀
行
さ
ん
、
地
域
安
全
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
と
し
て
真
弓
地
区
自
警

団
（
髙
野
研
一
代
表
）
が
県
警
察
本
部
長
・

県
防
犯
協
会
理
事
長
連
名
表
彰
を
受
賞
し

ま
し
た
。

真弓地区自警団の皆さん

◇�

善
意
あ
り
が
と
う

○�

水
戸
ヤ
ク
ル
ト
販
売
㈱
様
（
写
真
上
）　

冷
蔵
庫
１
台

（
寄
贈
さ
れ
た
冷
蔵
庫
は
、
は
た
そ
め
児
童
ク
ラ
ブ
に

設
置
さ
れ
ま
し
た
）

✿温か
い
ご
支
援
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

○
㈱
割
烹
寿
々
木
・
鈴
木
商
店
様　

10
万
円

○�

世
矢
歴
史
愛
好
会
様
＝
社
会
福
祉
の
た
め　

７
１
０
０
円

○�

じ
ょ
う
づ
る
部
様
＝
少
子
化
対
策
の
た
め　

３
万
３
０
３
８
円

○
第
一
分
団
町
お
こ
し
協
力
隊
様　

1
万
円

○�

医
療
法
人
社
団
茨
腎
会
太
田
ネ
フ
ロ
ク
リ
ニ
ッ
ク
様

（
写
真
下
）　

救
急
車
1
台
（
寄
贈
さ
れ
た
救
急
車
は
、

里
美
出
張
所
に
配
備
さ
れ
ま
し
た
）

左から上野院長、酒井理事長、大久保市長、江
幡消防長。10 月 22 日、開院 10 周年記念式典
において救急車 1 台が市に寄贈された

はたそめ児童クラブ㊧、大久保市長
㊥、水戸ヤクルト販売の皆さん㊨

銀河ステーション文庫の皆さん

読
書
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
で
県
議
会
議

長
感
謝
状

11
月
6
日
、
県
立
図
書

館
で
行
わ
れ
た
い
ば
ら
き

読
書
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

２
０
１
６
で
、
銀
河
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
文
庫
の
皆
さ
ん
が
、

読
書
意
欲
向
上
と
読
書
活

動
の
振
興
発
展
へ
の
功
績

が
認
め
ら
れ
、
県
議
会
議

長
感
謝
状
を
受
賞
し
ま
し

た
。

✿
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T ＯＰＩＣＳCity events Hitachiota

市
第
６
次
総
合
計
画

を
市
長
に
答
申

茨
城
県
北
芸
術
祭
が
好
評
の
う
ち
に
閉
幕

県
北
6
市
町
で
9
月
17
日
か

ら
開
催
さ
れ
て
い
た
茨
城
県
北

芸
術
祭
が
11
月
20
日
に
閉
幕
し

ま
し
た
。
市
内
各
展
示
場
に
は
県

内
外
か
ら
約
12
万
6
千
人
が
来

場
し
、
多
く
の
人
で
に
ぎ
わ
い
ま

し
た
。

会
場
運
営
や
作
品
制
作
な
ど

に
住
民
も
参
加
し
、
当
市
の
魅
力

ま
ち
づ
く
り
の
基
本
方
針
と
な

る
「
第
６
次
総
合
計
画
」
策
定
の

た
め
の
総
合
計
画
審
議
会
が
11
月

７
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
審
議

会
で
は
、
本
年
５
月
の
諮
問
を
受

け
、
第
６
次
総
合
計
画
案
と
し
て

取
り
ま
と
め
、
市
長
に
対
し
答
申

を
し
ま
し
た
。
井
上
会
長
は
市

長
に
対
し
、「
市
民
の
だ
れ
も
が
、

幸
せ
を
感
じ
な
が
ら
協
力
し
合
い
、

楽
し
み
な
が
ら
生
涯
活
躍
で
き
る

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
市

民
の
視
点
に
立
っ
た
行
財
政
運
営

に
努
め
る
こ
と
」
な
ど
、
計
画
が

着
実
に
推
進
さ
れ
る
よ
う
要
望
し

ま
し
た
。
計
画
は
市
議
会
へ
上
程

さ
れ
、
年
度
内
の
決
定
を
目
指
し

ま
す
。

自分たちのできることも考えた

地
域
ふ
く
し
懇
談
会

市
社
会
福
祉
協
議
会
の
19
支

部
で
地
域
ふ
く
し
懇
談
会
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
地
域
の

様
々
な
生
活
課
題
に
対
し
て
、
支

え
合
い
や
幸
せ
づ
く
り
の
観
点

か
ら
地
域
で
で
き
る
具
体
的
な

対
応
策
を
考
え
て
み
る
も
の
。
10

月
26
日
は
小
里
地
区
の
地
域
ふ

く
し
懇
談
会
が
里
美
保
健
セ
ン

タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。「
高
齢

で
回
覧
板
を
回
す
の
が
大
変
」

「
商
店
が
少
な
く
買
い
物
が
不

便
」
な
ど
多
く
の
意
見
が
出
さ

れ
、「
買
い
物
に
誘
う
」「
回
覧
板

を
次
の
世
帯
ま
で
回
す
」
な
ど
の

具
体
的
な
対
応
策
が
提
案
さ
れ

ま
し
た
。
今
後
は
、
市
民
・
市
社

会
福
祉
協
議
会
・
市
が
一
緒
に
対

応
策
を
考
え
、
実
行
し
地
域
福
祉

を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

大会宣言が採択された

老
人
福
祉
大
会

11
月
9
日
、
市
老
人
福
祉
大
会

が
パ
ル
テ
ィ
ホ
ー
ル
で
開
催
さ

れ
７
７
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
柴
田

会
長
が
健
康
・
友
愛
・
奉
仕
な

ど
に
つ
い
て
あ
い
さ
つ
し
た
ほ

か
、
永
年
に
わ
た
り
老
人
ク
ラ

ブ
の
活
動
に
貢
献
が
あ
っ
た
方

な
ど
に
表
彰
状
、
感
謝
状
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。

式
典
終
了
後
は
、
市
内
の
保

育
園
と
子
ど
も
園
の
園
児
が
発

表
し
た
ほ
か
、
老
人
ク
ラ
ブ
の

発
表
な
ど
が
行
わ
れ
会
場
を
和

ま
せ
ま
し
た
。

秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動

秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動
（
11

月
9
日
～
15
日
）
の
一
環
と
し

て
、
10
月
20
日
か
ら
30
日
ま
で
、

総
合
福
祉
会
館
で
「
火
災
予
防
ポ

ス
タ
ー
お
よ
び
防
火
標
語
展
示

会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
市
内

小
・
中
学
校
か
ら
応
募
さ
れ
た

ポ
ス
タ
ー
１
３
７
点
・

標
語
１
３
３
点
が
展

示
さ
れ
、
来
館
者
に

火
災
予
防
の
大
切
さ

を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

ま
た
運
動
期
間
中
、

西
河
内
・
上
内
田
・

大きな声で火の用心

火災予防の大切さを印象づけた

大久保市長と総合計画審議会委員の皆さん

園児のアトラクション

で
あ
る
歴
史
や
自
然
の
良
さ
を
多

く
の
人
に
示
せ
た
イ
ベ
ン
ト
で
し

た
。

中
内
田
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
に
よ
る

夜
間
火
災
予
防
広
報
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
上
内
田
・
中
内
田
婦
人
防

火
ク
ラ
ブ
は
子
供
会
と
共
に
実
施

し
、
拍
子
木
の
音
と
と
も
に
子
ど

も
た
ち
が
大
き
な
声
で
「
火
の
用

心
」
を
呼
び
か
け
て
い
ま
し
た
。 人気だった梅津会館
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◆�

市
民
協
働
の
推
進
・
市
民
サ
ー

ビ
ス
の
充
実

　

○�

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
の

た
め
、
市
民
提
案
型
ま
ち
づ

く
り
事
業
（
は
じ
め
の
一
歩

事
業
・
市
民
提
案
事
業
）
を

推
進
し
、
11
団
体
に
対
し
地

域
活
動
へ
の
支
援
を
行
い
ま

し
た
。

　

○�

市
民
活
動
を
支
援
す
る
た
め
、

引
き
続
き
軽
ト
ラ
ッ
ク
や
パ

ト
ロ
ー
ル
カ
ー
、
備
品
の
貸

し
出
し
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、

市
民
が
安
心
し
て
地
域
の
活

動
に
参
加
で
き
る
よ
う
、
引

き
続
き
市
民
活
動
保
険
を
実

施
し
ま
す
。　

○�

多
岐
に
わ
た
る
地
域
課
題
の

解
決
克
服
に
向
け
て
、
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
係
る
さ
ま

ざ
ま
な
団
体
・
組
織
が
情
報

の
共
有
化
や
連
携
が
図
れ
る

よ
う
、
新
た
な
シ
ス
テ
ム
と

し
て
地
域
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム

化
の
構
築
を
図
っ
て
い
き
ま

す
。

　

○�

総
務
省
の
「
地
域
お
こ
し
協

力
隊
」
事
業
を
引
き
続
き
活

用
し
、
地
域
の
活
性
化
と
交

流
人
口
拡
大
を
図
り
ま
す
。

　

○�
大
学
と
の
連
携
事
業
を
生
か

し
て
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
活

動
等
の
協
働
事
業
に
取
り
組

み
ま
し
た
。

◆�

効
果
的
・
効
率
的
な
施
策
の
推

進

　

○�

指
定
管
理
者
制
度
を
導
入
し

た
施
設
に
お
い
て
、
適
正
な

管
理
運
営
を
確
保
し
、
経
費

節
減
に
努
め
ま
し
た
。
ま
た
、

新
た
な
施
設
へ
の
制
度
導
入

を
推
進
し
ま
す
。

　

○�

「
愛
保
育
園
」
の
運
営
に
つ

い
て
、
指
定
管
理
者
制
度
の

導
入
に
よ
り
、
前
年
度
か
ら

８
８
９
万
８
千
円
経
費
節
減

に
つ
な
げ
ま
し
た
。

　

○�

「
ふ
る
さ
と
歴
史
民
俗
伝
承

館
の
入
浴
施
設
の
休
止
」
に

よ
り
、
１
４
２
万
６
千
円
経

費
節
減
に
つ
な
げ
ま
し
た
。

　

○��

「
自
動
扉
保
守
点
検
業
務
の

見
直
し
」
に
よ
り
13
万
5
千

円
節
減
し
ま
し
た
。

　

○�

電
話
通
話
料
に
つ
い
て
回
線

改
修
と
台
数
削
減
を
行
い
、

27
万
5
千
円
節
減
し
ま
し
た
。

　

○�

電
気
使
用
量
、
燃
料
等
の
削

減
を
図
り
、二
酸
化
炭
素（
Ｃ

Ｏ
2
）
の
排
出
を
抑
制
す
る

こ
と
で
省
エ
ネ
の
推
進
に
努

め
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
引

き
続
き
特
定
規
模
電
気
事
業

者
（
Ｐ
Ｐ
Ｓ
）
の
導
入
を
推

進
し
、
電
気
料
の
節
減
を
実

施
し
ま
す
。

◆
財
政
運
営
の
適
正
化

　

○�

市
債
の
借
入
抑
制
等
に
よ
り

市
債
残
高
（
一
般
会
計
）
を

２
１
2
億
円（
6
億
円
減
少
）

に
縮
減
し
ま
し
た
。

　

○�

「
市
定
員
管
理
適
正
化
計
画
」

に
基
づ
く
職
員
数
の
削
減
を

図
り
、
６
８
７
０
万
8
千
円

の
人
件
費
を
縮
減
し
ま
し
た
。

　

○�

未
利
用
市
有
地
を
10
件
、
面

積
で
２
５
１
６
・
71
㎡
、

５
２
３
４
万
２
千
円
の
売
払

い
等
を
行
い
ま
し
た
。

　

○�

「
市
商
工
会
に
対
す
る
補

助
金
の
見
直
し
」
に
よ
り

１
０
０
万
円
節
減
し
ま
し
た
。

◆
自
主
財
源
の
確
保

　

○�

広
報
ひ
た
ち
お
お
た
・
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
広
告
掲

載
に
よ
り
、
１
１
１
万
8
千

円
の
収
入
が
あ
り
ま
し
た
。

　

○�

負
担
の
公
平
性
の
確
保
等
の

た
め
、
市
税
の
徴
収
率
向
上

お
よ
び
市
営
住
宅
使
用
料
等

各
種
料
金
の
収
納
率
向
上
を

図
り
ま
す
。

行
政
改
革
の

実
施
状
況

　

市
で
は
、
行
政
改
革
大
綱
（
計
画
期
間
：
平
成
27
年
度
～
31
年
度
）
に
基
づ
き
、
簡
素
で
合
理

的
な
行
政
運
営
と
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
の
た
め
に
、
毎
年
度
実
施
計
画
を
定
め
、
行
政
改
革
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
平
成
27
年
度
に
つ
い
て
は
、
経
費
の
節
減
合
理
化
等
を
推
進
し
た
結
果
、

３
億
１
４
５
０
万
円
の
財
政
（
的
）
効
果
を
上
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
の
主
な
内
容
と
平

成
28
年
度
以
降
の
計
画
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
総
務
課
総
務
行
政
係
（
内
線
３
２
５
）

Administrative reform

エコミュージアム活動
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里まち交流券

牛久市 → 常陸太田市

11 月 12 日

里　　まち交流掲示板

11
月
12
日
、
姉
妹
都
市
牛
久
市
の
根

本
市
長
を
は
じ
め
と
し
た
市
民
交
流
団

の
皆
さ
ん
２
４
０
人
が
竜
神
大
吊
橋
を

散
策
し
、
常
陸
秋
そ
ば
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
里
山
フ
ェ
ア
を
訪
れ
ま
し
た
。
牛
久

市
の
皆
さ
ん
は
、
秋
深
ま
る
山
々
の
紅

葉
や
常
陸
秋
そ
ば
や
地
酒
な
ど
、
常
陸

太
田
の
実
り
の
秋
を
堪
能
し
て
い
ま
し

た
。
ま
た
、
常
陸
秋
そ
ば
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
里
山
フ
ェ
ア
で
は
、
姉
妹
都
市
等

ブ
ー
ス
が
設

け
ら
れ
秋
田

市
・
仙
北
市
・

牛
久
市
・
臼
杵

市
の
特
産
物

等
を
買
い
求

め
る
多
く
の

来
場
者
で
大

盛
況
で
し
た
。

姉妹都市等の特産物販売

史
実
に
基
づ
く
「
二
孝
女
物
語
」
を

縁
と
し
た
姉
妹
都
市
で
あ
る
臼
杵
市
と

の
交
流
事
業
と
し
て
、
11
月
5
日
～
7

日
に
本
市
か
ら
39
人
が
臼
杵
市
を
訪
問

し
ま
し
た
。
臼
杵
市
を
代
表
す
る
お
祭

り
「
う
す
き
竹
宵
」
で
は
、
約
2
万
本

の
竹
ぼ
ん
ぼ
り
が
伝
統
的
な
町
並
み
を

彩
り
、
幻
想
的
な
雰
囲
気
に
演
出
。
参

加
者
は
そ
の
優
美
さ
に
感
動
し
て
い
ま

し
た
。ま
た
、多
く
の
観
光
客
で
賑
わ
っ

た
会
場
内
で
は
、
地
酒
な
ど
本
市
の
特

産
物
の
販
売
Ｐ
Ｒ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

「
国
宝
臼
杵
石
仏
」
で
は
、
臼
杵
っ

こ
ガ
イ
ド
の
小
・
中
学
生
に
よ
る
解
説

を
受
け
、
二
孝
女
ゆ
か
り
の
史
跡
で
は
、

臼
杵
市
二
孝
女
顕
彰
会
の
皆
さ
ん
か
ら

心
温
ま
る
歓
迎
を
受
け
て
交
流
を
深
め

ま
し
た
。
参
加
者
か
ら
は
、「
二
孝
女

の
縁
を
通
じ
た
両
市
の
深
い
絆
を
再
認

識
す
る
こ
と
が
で
き
た
」
な
ど
の
声
が

あ
り
ま
し
た
。

里まち交流券

常陸太田市 → 臼杵市

11 月 5 日～ 7 日

臼
杵
市
へ
市
民
交
流
団

牛
久
市
の
皆
さ
ん
が
秋
の

常
陸
太
田
市
を
観
覧

臼杵っこガイドの説明

黄門の郷 

もぎたて情報 vol.  8

お花で迎える準備
10 月 29 日、市内の農家などでつくる「黄門の郷応

援団」主催による花壇の植え付け作業が行われました。
大好きおおたネットワークや JA 常陸 太田地区女性部
金砂郷支部など 40 人が参加し、冬場に咲くビオラや
３月ごろに咲くチューリップなどを植えました。それ
ぞれの花が咲いてお客さんを迎える日が楽しみです。

これからの予定
○�12月23日金　午後4時～　ハンドベル演奏（アフェット）
○ �1月 14日土・15日日　地元学生 presents　県北冬の

物産展 in 常陸太田

☆レストランクリスマスディナー（ 12/23 ～ 25）☆
レストラン ShunSai での特別ディナーをお楽しみく

ださい（1 人 4,000 円）。お申し込みは、予約票に記
入の上、メールまたはファクシミリでお送りください。
予約票はホームページからダウンロードできます。

■年末年始の休館日
1 月 1 日・2 日のみ、道の駅内の各施設（直売所・レ

ストラン・フードコート）が、休館となります（トイレ、
併設するコンビニエンスストアを除く）。

※�スケジュールは予定です。詳しくはホームページを
ご覧ください。

←
道
の
駅
の
情
報
は
こ
ち
ら

「とまと摘み取り体験」
トマトハウスで「とまと摘み

取り体験」が始まりました。県
外からも家族連れが体験に訪れ
ていました。年間を通して体験
できますので、皆さんも大地の
めぐみを収穫してみませんか？

竜神大吊橋前であいさつする根本牛久市長

申��問道の駅ひたちおおた（常陸太田産業振興㈱☎ 85‐6888 ／ホームページ http://www.hitachiota-michinoeki.jp/
page/dir000002 ／メール info@hitachiota-michinoeki.jp ／ FAX85‐6877）／問販売流通対策課（内線 661）
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黄門様こと徳川光圀のことについて、正しい場合は〇を、違うと思うときは × を□に記入してください。
（答えはこの広報紙のどこかにあります）

ゆかり話

問題

西山御殿跡（西山荘）が国の史跡及び名勝に指定されたことを記念
し、黄門様こと徳川光圀に関するクイズやゆかり話を紹介します。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　問�文化課（☎ 72 ‐ 3201）

Vol.9

光圀は、藩主の座を綱
つなえだ

條に譲った元禄 3（1690）年、63 歳で権中納言の冠位を授かり、西山荘に隠居するこ
とになりました。この「権中納言」は、中国の唐名官位「黄門」の名称なので、中国流に黄門と呼ばれるようになっ
たのです。官位にこだわった光圀は、退官後の官位は御免被りたいと歌いました。

「位山登も苦し老いの身は　ふもとの里そ住みよかりけり」
さて水戸徳川家は、中納言が極

ごっかん

官 ( 家柄でなりうる最高の官位 ) となっていましたが、
歴代藩主で中納言の官位を授かったのは、頼房、光圀、綱條、治保、斉脩、斉昭、義
篤の 7 人の諸侯です。ちなみに、尾張、紀州の徳川家は「大納言」が極官でした。そ
の後、天保 3（1832）年（光圀没後）に仁

にんこう

孝天皇より権大納言従二位、さらに、明治
3（1900）年には正一位を贈位されています。大納言は唐名で亜

あしょう

相ですから、光圀は「水
戸の亜相様」と呼ばなければ失礼かもしれません。※ 諸侯…江戸時代の大名

常
陸
太
田
の
黄
門
様
検

定
会
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

水戸徳川家では、官位「権中納言」（唐
か ら な

名「黄門」）の位を授かったのは 2 代光圀だけである。

常陸太田の黄門チャマ

知ってＱ!知ってＱ!
シ　     　ッ　   　テ　  　キュウ

黄門様黄門様

西山道碑（西山荘入口）

市内には優れた農林水産物や加工品などが数
多くあります。その中から市の特産品認証制
度で認証された特産品を紹介していきます。
　　　　　　問�市特産品推進協議会事務局
　　　　   　（販売流通対策課　内線 662）

made in
 Hitachiota

逸品
　「峰ふくさ」は、常陸太田産
巨峰を果汁にして、白あんに
加えて練り込んだ巨峰あんを
パイ生地で包んで焼き上げた
焼き菓子で、巨峰の香りとパ
イのサクッとした食感が楽し
めます。製造する上で大変な
のは巨峰の種を一つひとつ取

�【販売期間】通年
【希望小売価格】162円 /個
【賞味期限】３ヶ月
【�主な販売店】桃源・道の駅
ひたちおおた

【�製造場所】小林製菓（馬場町）

峰ふくさ

特産品として認証された商品には、
この認証マークを表示し、PRを行っ
ています。　    詳しくはこちら↓

市特産品認証マーク 特産品認証

り除く作業で、こだ
わりとしては着色料を一切使用していないとこ
ろです。パッケージのラベルは自店舗で印刷して
いるオリジナルです。商品をお客さんが口コミで
広めてくれるのが一番うれしいです。日持ちする
商品ですので、お土産としてもぜひご利用くださ
い。これからも、お客さんにおいしいねと言われ
る和菓子を作っていきたいと思っています。

仲良し親子で作ってます

小林製菓代表　小林正佳さん
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  文化課エコミュージアム推進室　☎72-3201 ～
高
血
圧
を
予
防
し
よ
う
～　

取
り
組
み
そ
の
⑥

血
圧
を
正
し
く
測
る
コ
ツ 問

健
康
づ
く
り
推
進
課
（
☎
73
‐
１
２
１
２
）

○�

正
し
い
姿
勢
で　

腕
帯
な
ど
を
巻
き
付

け
た
腕
や
手
首
な
ど
を
心
臓
の
高
さ
に

く
る
よ
う
、
椅
子
や
テ
ー
ブ
ル
な
ど
を

調
節
し
ま
し
ょ
う
。
か
が
ん
だ
り
、
力

ん
で
し
ま
う
と
測
定
値
が
変
わ
っ
て
し

ま
い
ま
す
。

○�

い
つ
も
同
じ
時
間
に　

1
日
の
中
で
も

血
圧
は
変
化
し
て
い
ま
す
か
ら
、
時
間

帯
を
決
め
て
測
り
ま
し
ょ
う
。
朝
と
夜

の
2
回
測
る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

高
血
圧
の
予
防
・
改
善
の

た
め
の
６
つ
の
ポ
イ
ン
ト

　

寒
い
時
期
に
な
る
と
、
血
圧
が
上
昇
し
脳
卒
中
や
心
筋
梗
塞
を
発
症
す
る
方
が
多

く
な
り
ま
す
。
血
圧
は
24
時
間
変
動
し
て
お
り
、
ま
た
、
気
温
、
体
調
、
運
動
、
食
事
、

ス
ト
レ
ス
な
ど
の
影
響
も
受
け
ま
す
。
高
血
圧
は
ほ
と
ん
ど
自
覚
症
状
が
あ
り
ま
せ

ん
。
そ
の
た
め
血
圧
測
定
に
よ
り
血
圧
の
状
態
を
知
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　
「
血
圧
が
基
準
よ
り
高
い
状
態
が
長
く
続

く
状
態
」
を
高
血
圧
と
い
い
、
高
血
圧
に

は
、
夜
間
だ
け
高
い
「
夜
間
高
血
圧
」、
早

朝
に
急
激
に
高
く
な
る
「
早
朝
高
血
圧
」

な
ど
、
健
診
で
は
気
づ
き
に
く
い
タ
イ
プ

も
あ
り
ま
す
。
自
分
の
血
圧
を
知
る
た
め

に
は
、
日
頃
か
ら
家
庭
で
血
圧
測
定
を
行

う
こ
と
が
効
果
的
で
す
。

広報
ひたちお

おた

　

高
血
圧
に
つ
い
て
、
６
月
号
か
ら
７
回

に
わ
た
っ
て
お
知
ら
せ
し
て
き
ま
し
た
。

高
血
圧
の
予
防
・
改
善
の
た
め
に
、
こ
れ

ま
で
の
内
容
と
次
の
6
つ
の
改
善
ポ
イ
ン

ト
と
合
わ
せ
、
長
く
継
続
で
き
る
習
慣
づ

く
り
を
め
ざ
し
ま
し
ょ
う
。

1�

減
塩　

１
日
１
ｇ
減
塩
す
る
と
、
収
縮

期
血
圧
が
約
1
㎜
Hg
下
が
り
ま
す
。

　

☆�

食
べ
物
を
買
う
と
き
に
食
塩
量
を

チ
ェ
ッ
ク
す
る
（
ナ
ト
リ
ウ
ム
表
記

の
場
合
は
2.5
倍
す
る
と
食
塩
量
に
な

り
ま
す
）

2�

バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
食
事　

野
菜
・
果
物
、

青
背
の
魚
を
適
量
食
べ
、
脂
っ
ぽ
い
も

の
は
減
ら
し
ま
し
ょ
う
。

3�

適
正
体
重
の
維
持

　

☆�

身
長
（
ｍ
）
×　

身
長
（
ｍ
）
×
22

（
Ｂ
Ｍ
Ｉ
）
＝
適
正
体
重
（
㎏
）

4�

運
動　

ま
ず
は
体
を
動
か
す
こ
と
を
意

識
す
る
こ
と
か
ら
始
め
て
み
ま
し
ょ
う
。

5�

節
酒　

１
日
に
ビ
ー
ル
中
ビ
ン
１
本
が

適
量
の
範
囲
（
女
性
・
高
齢
者
は
こ
の

半
分
）
で
す
。

6�

禁
煙　

１
日
１
本
減
ら
す
こ
と
か
ら
始

め
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

家
庭
で
の
記
録
を
持
っ
て
医
師
に

相
談
し
ま
し
ょ
う
。
家
庭
で
の
記
録

は
よ
り
よ
い
治
療
の
助
け
に
な
り
ま

す
。

　

高
血
圧
に
早
め
に
気
づ
い
て
、
脳

卒
中
、
心
筋
梗
塞
の
予
防
に
つ
な
げ

ま
し
ょ
う
。

起
床
後
1
時
間
以
内

排
尿
後

座
位
1
～
2
分
安
静

服
薬
前

朝
食
前

就
寝
前

座
位
1
～
2
分
安
静

朝

夜

〈
家
庭
血
圧
測
定
条
件
に
関
す
る
日
本
高
血

圧
学
会
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
〉

○�

血
圧
計
を
選
ぶ　

上
腕
部
に
腕
帯
を
巻

く
タ
イ
プ
の
も
の
が
お
す
す
め
で
す
。

手
首
や
指
で
測
る
タ
イ
プ
は
手
軽
に
測

れ
る
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
が
、
上
腕

の
血
圧
と
差
が
あ
る
こ
と
が
多
い
で
す
。

○�

静
か
な
場
所
で　

落
ち
着
い
た
静
か
な

場
所
を
選
ん
で
く
だ
さ
い
。
寒
さ
も
血

圧
を
上
昇
さ
せ
る
の
で
、
室
温
は
20
℃

前
後
に
保
っ
て
測
り
ま
し
ょ
う
。

○�

安
静
状
態
で　

大
き
く
深
呼
吸
す
る
な

ど
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
測
り
ま
し
ょ
う
。

家
庭
で
の
血
圧
値
が
高
い
状
態

が
続
い
た
ら
・
・
・

最
大
血
圧

（
収
縮
期
血
圧
）

１
３
５
以
上

最
小
血
圧

（
拡
張
期
血
圧
）

85
以
上

※�

病
院
診
察
室
等
で
の
診
断
基
準

は
、
最
大
血
圧
１
４
０
以
上
、

最
小
血
圧
90
以
上

☆
家
庭
で
の
高
血
圧
の
診
断
基
準

家
庭
で
血
圧
を
測
っ
て
み
ま
し
ょ
う
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ちょっと
寄り道

今
月
は
久
米
町 

10 月 23 日、大平町で「大平のお宝さがし」が行われました。地元住民、周辺町会の住民、エコミュージアム活

動推進委員、大学生ボランティアなど約 70 人が参加しました。当日は 2 班に分かれて町内を歩き、神社や石仏な

どの地域のお宝を見てまわりました。みんなでお昼を食べた後は、班ごとに見つけたお宝をマップにまとめました。

参加者からは「地元でも知らないことが多かったので今回

参加して新しい発見がたくさんあり、とても良かったです」

などの感想がありました。

  文化課エコミュージアム推進室　☎72-3201

大平のお宝さがし（大平町）

11 月 3 日、上河合町でハイキングが行われました。地元

住民や市内外からの参加者など合わせて約 150 人が参加し、

地域の名所をめぐりながら約 8 ｋｍの道のりを楽しく歩き

ました。ハイキング後は、バーベキューやビンゴ大会など

を行い、親睦を深めました。参加者は、「上河合の

自然の中を歩いてみて、とても気持ち良かったで

す」「地域のみなさんとホッとする時間を過ごすこ

とができました」と話していました。

紹介者　
久米町

島根靖夫さん

久米十文字から北へ約 150 ｍ程行くと、左に「稲荷大明神」の入

り口があります。そこから入って 50 ｍ程の所に鳥居があり、祠が祭っ

てあります。お稲荷さんは、商売繁盛・五穀豊穣を願って建てられた

ものだそうです。子どもの数が多かった頃は、子ども達が地元の各家

庭を回り、お米やお賽銭を集めて、役（宿）となった家では、まき餅

を作り近くの小高い土手の上から、まき餅やお菓子を撒きました。

しかし、今では子ども達が家を廻る

こともなくなり、役（宿）となった家

ではお供えものを作り、御神酒と一緒

にお供えするだけとなりました。年 2

回（2 月初午の日・11 月 15 日）のお

祭りの日には、地元の人達の参拝が行

なわれております。

次 回 の ち ょ っ と
寄 り 道 は 2 月 号
に掲載します。
お楽しみに !

お稲荷さん

佐竹氏の家臣小澤越後守の碑 話し合ってお宝ベスト 3 を決めます 出発前の記念写真、お宝いっぱい見つけるぞ～

絶好のハイキング日和 お昼はみんなでバーベキューをしたよ

出発前にみんなで記念撮影！！

上河合のハイキング（上河合町）
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2013 年 10 月から開始された本事業では、金砂郷・里美の 2地区に 2人の
芸術家が滞在し、地域の皆さんと一緒に多岐にわたる活動を展開しています。 金砂郷地区

渡部　智穂
里美地区
な  る

壁画制作や再生商品開発、パッケージデザイン、イベントへの参加など、市内各地でさまざまな活動をしています。市民の皆さんと関わりながら、芸術に特化

した楽しく深みのある活動をしていきたいと思ってます。アーティストのお問い合わせは、政策企画部少子化・人口減少対策課までお願いします。

　　　　　　　　内線 314・346　fax  0294-72-3002　ホームページ：hitachiota.air.com 　FB ページ：facebook.com/air.hitachiota

　10 月 30 日（日）～ 11 月 6日（日）、里美学習セン

ターで開催された里美文化祭。今年で３回目の参加。

新作の紙粘土作品を中心に地域の子ども達とのワーク

ショップの写真などを展示しました。

　11 月 8日（火）～ 18 日（金）、本庁ロビーにて

「おっきなおっきな紙芝居」の展示をしました。

昨年、子ども達と制作した紙芝居の原画や制作風景の写真など展示しました。

　昨年に続き今年も特別支援学校の高校 2年生の

美術の授業でクレヨンアートに挑戦しました！

　熱で色が溶け、色が混ざり合いステキな作品が

次々に誕生しました。

常陸太田特別支援学校・高等部で授業
【クレヨン　アート】

　鯨ケ丘商店街にある「Cafe+1」の２階スペースにて、5月からタートした月

１回のこどもお絵かき教室「Poco a Poco（ポコアポコ）」。回数を重ね、10 月で

６回目となりました。ここに通う子ども達は、名画の模写や静物や人物を実際に

観察して描くことを行っています。9月からは伊藤若冲の模写に取り組み初めま

した。初めは、こんなに細かい絵を描けるのかと戸惑っていましたが、描いては

消し、描いては消しを繰り返しながらも、じっくり取り組んでいます！

　ソースカツ丼で有名な「釜平」に【地元三十六景】の

版画作品が設置されました。版画には、ワークショップ

に参加された方の愛する地元の味である“ソースカツ

丼”と“蕎麦”、思い入れのある風景が描かれています。

里美文化祭　＆　常陸太田市役所ロビー展　展示

里美文化祭　展示

ロビー展　展示
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寒い季節になりました。協力隊として 3 度目の冬もまだまだ慣れません。11 月は秋
のイベントシーズンで、malsa（マルサ）プロジェクトとして多くのイベントに出展し
ました。さとみ秋の味覚祭では里美地区だけでなく、いろいろな地域から来た方々と一
緒に、里美の杉を使ったカラフルペンづくりを行いました！今までのイベントで使った
木のあまった部分を利用して、2 色ボールペンを作りました。2 日間で 50 人以上の方
に参加していただき、とても楽しく作ることができました。これからも木を使うことで
イベントに出展していく予定です。
☆ �malsa（マルサ）プロジェクトとは…　里美の森の「植える、切る、使う」のサイクルの「使

う」という部分に焦点をあてて活動するプロジェクト。里美の杉のブランド化に向けて頑

張っています！

田中あかね（里美地区）

竹村幸耶（農業分野）

最近寒くなってきましたね。私は気管支炎で 2 週間ほど咳が止まらず苦しんでお
りました。皆さんもお体にはお気をつけください。

現在、私は農業分野の協力隊として、梨の技術習得に努めています。今年の収穫
シーズンも終わり、来シーズンに向けた管理作業に入りました。少し前までは、任
期終了後に梨を続けていくにしても問題が山積みで、本気で定住を考えているもど
かしさから、市役所の方などと協議することもありました。現在は、梨園地帯の方
との交流も少しずつ深まり、その甲斐あってか、任期終了後に借りられるであろう
梨畑のお話も出てきました。少しずつでも、一歩一歩前進していきたいと思います。

里美の杉を使ってカラフルペンづくり！

前進あるのみ！

好きな木と色を選ん
で、世界に一つだけ
のペンを作ります

梨園の住人？に出会いました

◇�

対
象
と
な
る
方　

市
内
で
新
築
ま
た
は
中
古

住
宅
を
取
得
し
た
、
次
の
い
ず
れ
か
の
要
件

に
該
当
す
る
方

　

○�

住
宅
取
得
日
前
５
年
以
内
に
結
婚
し
た
方

　

○�

住
宅
取
得
日
現
在
で
、
同
一
世
帯
に
中
学

生
以
下
の
子
が
い
る
方

　

○�

こ
れ
ま
で
別
居
し
て
い
た
、
前
記
の
い
ず

れ
か
に
該
当
す
る
親
族
と
同
居
す
る
た
め

に
住
宅
を
取
得
す
る
方

　
　

※�

住
宅
取
得
日
の
前
後
６
カ
月
以
内
に
同

居
す
る
こ
と

◇�

対
象
と
な
る
住
宅　

平
成

25
年
1
月
2
日
か
ら
平
成

31
年
３
月
31
日
ま
で
に
、

住
宅
の
表
示
、
所
有
権
の

保
存
ま
た
は
移
転
の
登
記

が
完
了
し
た
住
宅

◇�

申
請
期
間　

住
民
登
録
を

し
た
日
、
ま
た
は
住
宅
の

登
記
を
し
た
日
の
い
ず
れ

か
遅
い
日
か
ら
６
月
以
内

じ
ょ
う
づ
る　

ラ
イ
フ　
【
第
９
回
】 

ひ
た
ち
お
お
た
で
暮
ら
す
、
お
得
な
情
報
を
皆
さ
ん
に
お
届
け
♪

問�

少
子
化
・
人
口
減
少
対
策
課
（
内
線
３
１
４
・
３
４
６
）

【
子
育
て
世
帯
等
向
け
住
宅
取
得
促
進
助
成
】

次
回
は
、「
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
」

に
つ
い
て
紹
介
す
る
よ
！

地域おこし協力隊の情報は、ホームページ：hssk-i.com/　フェイスブック :facebook.com/hokyoryokutai　で！
問少子化・人口減少対策課（内線 346）

【
子
育
て
世
帯
等
住
宅
増
改
築
助
成
金
】

住
宅
を
取
得
し
た
子
育
て
世
帯

等
に
最
大
20
万
円
！

増
改
築
し
た
方
に
も
最
大

20
万
円
！

助成金額
○新築（築 1 年未満）の住宅　20 万円
○�築後１年以上 10 年未満の住宅　　

　　　　　　　　　　　    　15 万円
○築後 10 年以上の住宅　　 　10 万円

◇�

対
象
と
な
る
方　

次
の
い
ず
れ
か
の
要

件
に
該
当
す
る
方

　

○�

増
改
築
の
完
成
日
前
５
年
以
内
に
結

婚
し
た
親
族
と
同
居
し
た
方

○�

増
改
築
の
完
成
日
現
在
で
、
中
学
生

以
下
の
子
を
持
つ
親
族
と
同
居
し
た

方
※�

増
改
築
の
完
成
日
の
前
後
６
カ
月
以

内
に
同
居
す
る
こ
と

◇�

対
象
と
な
る
住
宅　

平

成
26
年
4
月
1
日
か
ら

平
成
31
年
３
月
31
日
ま

で
に
増
改
築
が
完
成
し
、

固
定
資
産
税
の
再
評
価

を
受
け
た
住
宅

◇�

申
請
期
間　

増
改
築
の

完
成
日
か
ら
６
月
以
内

助成金額　
増改築にかかる費用が
○ 100 万円以上　20 万円
○ 100 万円未満　10 万円

子
育
て
世
帯
等
と
同
居
す
る
た
め
に

2013 年 10 月から開始された本事業では、金砂郷・里美の 2地区に 2人の
芸術家が滞在し、地域の皆さんと一緒に多岐にわたる活動を展開しています。 金砂郷地区

渡部　智穂
里美地区
な  る

壁画制作や再生商品開発、パッケージデザイン、イベントへの参加など、市内各地でさまざまな活動をしています。市民の皆さんと関わりながら、芸術に特化

した楽しく深みのある活動をしていきたいと思ってます。アーティストのお問い合わせは、政策企画部少子化・人口減少対策課までお願いします。

　　　　　　　　内線 314・346　fax  0294-72-3002　ホームページ：hitachiota.air.com 　FB ページ：facebook.com/air.hitachiota

　10 月 30 日（日）～ 11 月 6日（日）、里美学習セン

ターで開催された里美文化祭。今年で３回目の参加。

新作の紙粘土作品を中心に地域の子ども達とのワーク

ショップの写真などを展示しました。

　11 月 8日（火）～ 18 日（金）、本庁ロビーにて

「おっきなおっきな紙芝居」の展示をしました。

昨年、子ども達と制作した紙芝居の原画や制作風景の写真など展示しました。

　昨年に続き今年も特別支援学校の高校 2年生の

美術の授業でクレヨンアートに挑戦しました！

　熱で色が溶け、色が混ざり合いステキな作品が

次々に誕生しました。

常陸太田特別支援学校・高等部で授業
【クレヨン　アート】

　鯨ケ丘商店街にある「Cafe+1」の２階スペースにて、5月からタートした月

１回のこどもお絵かき教室「Poco a Poco（ポコアポコ）」。回数を重ね、10 月で

６回目となりました。ここに通う子ども達は、名画の模写や静物や人物を実際に

観察して描くことを行っています。9月からは伊藤若冲の模写に取り組み初めま

した。初めは、こんなに細かい絵を描けるのかと戸惑っていましたが、描いては

消し、描いては消しを繰り返しながらも、じっくり取り組んでいます！

　ソースカツ丼で有名な「釜平」に【地元三十六景】の

版画作品が設置されました。版画には、ワークショップ

に参加された方の愛する地元の味である“ソースカツ

丼”と“蕎麦”、思い入れのある風景が描かれています。

里美文化祭　＆　常陸太田市役所ロビー展　展示

里美文化祭　展示

ロビー展　展示
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ス
ポ
ー
ツ
フ
ラ
ッ
シ
ュ

（
敬
称
略
）

第
５
回
市
温
水
プ
ー
ル
水
泳
大
会

［
10
月
９
日
／
市
温
水
プ
ー
ル
］

【
ビ
ー
ト
板
男
女
25
Ｍ
小
学
１
～
４

年
生
】
優
勝
大
金
司　

準
優
勝
大
賀

隼
希　

３
位
菊
池
創
太

【
自
由
形
】〈
25
Ｍ
〉
▼
男
子
小
学
１

～
４
年
生
優
勝
中
村
呼
生　

準
優
勝

飯
村
幸
也　

３
位
相
馬
直
樹
▼
女
子

小
学
１
～
４
年
生
優
勝
綿
引
陽
菜　

準
優
勝
小
川
風
香　

３
位
後
藤
美
空

▼
男
子
小
学
５・
６
年
生
優
勝
矢
野

幸
世　

準
優
勝
田
中
優
至　

３
位
金

澤
幸
希
▼
女
子
小
学
５・
６
年
生
優

勝
鈴
木
萌
夏　

準
優
勝
目
﨑
花　

３

位
井
坂
美
月
▼
男
子
18
～
29
歳
優
勝

青
木
美
津
弥
▼
男
子
30
～
49
歳
優
勝

加
藤
隆
志　

準
優
勝
新
田
潤
二　

３

位
井
上
智
加
良
▼
男
子
50
歳
以
上
優

勝
冨
岡
厳　

準
優
勝
所
正
雄　

３
位

本
田
典
嗣
〈
50
Ｍ
〉
▼
男
子
小
学
１

～
４
年
生
優
勝
栗
田
瑛
斗　

準
優
勝

小
川
柊
哉　

３
位
金
子
大
真
▼
女
子

小
学
１
～
４
年
生
優
勝
大
坪
万
里
菜

　

準
優
勝
矢
部
結
翔　

３
位
斉
藤
凜

音
▼
男
子
小
学
５・
６
年
生
優
勝
綿

引
晴
大　

準
優
勝
根
本
大
輝　

３
位

久
保
木
駿
介
▼
女
子
小
学
５・
６
年

優
勝
稲
野
辺
玲
奈　

準
優
勝
矢
部
美

翔　

３
位
軍
司
陽
向
▼
男
子
中
学
生

優
勝
菊
地
優
介　

準
優
勝
菊
地
晃
一

　

３
位
中
島
侑
基
▼
女
子
中
学
生
優

勝
井
坂
美
優　

準
優
勝
村
上
凜
奈
▼

男
子
高
校
生
優
勝
辻
村
睦
希　

準
優

勝
黒
澤
輝
也　

３
位
久
田
悠
磨
▼
女

子
高
校
生
優
勝
花
山
美
雪　

準
優
勝

若
月
詩
菜　

３
位
川
瀬
葉
月
▼
男
子

18
歳
～
29
歳
優
勝
坂
佐
井
健
悟　

準

優
勝
青
木
美
津
弥
▼
男
子
30
～
49
歳

優
勝
加
藤
隆
志　

準
優
勝
新
田
潤
二

　

３
位
古
川
寿
行
▼
男
子
50
歳
以
上

優
勝
冨
岡
厳　

準
優
勝
所
正
雄　

３

位
中
郡
清
一
郎
〈
１
０
０
Ｍ
〉
▼
女

子
小
学
５・
６
年
生
優
勝
稲
野
辺
玲

奈
▼
男
子
中
学
生
優
勝
井
上
理
嵩　

準
優
勝
菊
地
優
介
▼
女
子
高
校
生
優

勝
寺
門
紗
也
香　

準
優
勝
曽
篠
萌
々

香【
背
泳
ぎ
】［
25
Ｍ
］
▼
男
子
小
学
１

～
４
年
生
優
勝
岩
間
湖
右　

準
優
勝

岩
間
優
太
郎　

３
位
関
口
蒼
空　

３

位
菊
池
幸
輝
▼
女
子
小
学
１
～
４
年

生
優
勝
金
澤
舞
香　

準
優
勝
植
木
萌

香　

３
位
増
元
心
▼
男
子
小
学
５
・

６
年
生　

優
勝
久
保
木
駿
介　

準
優

勝
金
澤
幸
希
▼
女
子
小
学
５・
６
年

生
優
勝
菊
池
杏
樹　

準
優
勝
後
藤
綾

音　

３
位
檜
山
瑞
穂
▼
男
子
30
～
49

歳
優
勝
久
保
木
尚
人
［
50
Ｍ
］
▼
男

子
小
学
５・
６
年
生　

優
勝
横
山
響

己
▼
女
子
小
学
５・
６
年
生
優
勝
佐

川
海
歩　

準
優
勝
崎
村
凪
▼
男
子
中

学
生　

優
勝
佐
藤
祐
輔　

準
優
勝
中

島
侑
基
▼
女
子
中
学
生
優
勝
横
山
愛

実
▼
女
子
高
校
生
優
勝
若
月
詩
菜

［
１
０
０
Ｍ
］
▼
男
子
高
校
生　

優

勝
和
田
宝
輝　

準
優
勝
黒
澤
輝
也
▼

女
子
高
校
生
優
勝
花
山
美
雪　

準
優

勝
齋
藤
百
華

【
平
泳
ぎ
】［
25
Ｍ
］
▼
男
子
小
学
１

～
４
年
生
優
勝
金
子
大
真　

準
優
勝

中
村
呼
生　

３
位
鈴
木
柊
磨
▼
女
子

小
学
１
～
４
年
生
優
勝
井
坂
優
里　

準
優
勝
後
藤
美
空　

３
位
矢
部
結
翔

▼
女
子
小
学
５・
６
年
生　

優
勝
矢

部
美
翔
▼
男
子
30
歳
～
49
歳　

優
勝

井
上
智
加
良　

準
優
勝
後
藤
智
之　

３
位
中
村
鎮
力
［
50
Ｍ
］
男
子
小
学

１
～
４
年
生　

優
勝
豊
嶋
直
貴　

準

優
勝
鈴
木
絢
斗
▼
女
子
小
学
１
年
生

～
４
年
生　

優
勝
新
田
莉
子　

準
優

勝
小
川
風
香
▼
男
子
小
学
５・
６
年

生
優
勝
大
内
優
太　

準
優
勝
菊
池
竜

馬　

３
位
斎
藤
宏
晟
▼
女
子
小
学

５・
６
年
生
優
勝
豊
嶋
愛　

準
優
勝

井
坂
美
月
▼
男
子
中
学
生
優
勝
鈴
木

遥
己　

準
優
勝
佐
藤
祐
輔
▼
女
子
中

学
生
優
勝
横
山
愛
実　

準
優
勝
吉
見

陽
加
里
▼
男
子
高
校
生
優
勝
辻
村
睦

希　

準
優
勝
高
野
晃　

３
位
久
田
悠

磨
▼
男
子
30
～
49
歳　

優
勝
古
川
寿

行
▼
女
子
30
～
49
歳
優
勝
鈴
木
真
理

子
［
１
０
０
Ｍ
］
▼
男
子
高
校
生
優

勝
辻
村
睦
希　

準
優
勝
久
田
悠
磨
▼

女
子
高
校
生
優
勝
川
瀬
葉
月

【
バ
タ
フ
ラ
イ
】［
25
Ｍ
］
▼
男
子
小

学
１
～
４
年
生
優
勝
大
内
稜
太　

準

優
勝
小
川
柊
哉　

３
位
栗
田
瑛
斗
▼

女
子
小
学
１
～
４
年
生
優
勝
斉
藤
凜

音　

準
優
勝
金
澤
舞
香
▼
男
子
小
学

５・
６
年
生
優
勝
根
本
大
輝　

準
優

勝
菊
池
竜
馬　

３
位
斎
藤
宏
晟
▼
女

子
小
学
５・
６
年
生
優
勝
目
﨑
花　

準
優
勝
軍
司
陽
向
▼
男
子
50
歳
以
上

優
勝
本
田
典
嗣
［
50
Ｍ
］
女
子
小
学

１
～
４
年
生
優
勝
大
坪
万
里
菜
▼
男

子
小
学
５・
６
年
生
優
勝
大
内
優
太

▼
女
子
小
学
５・
６
年
生
優
勝
鈴
木

萌
夏
▼
男
子
中
学
生
優
勝
井
上
理
嵩

　

準
優
勝
中
島
吉
貴
▼
女
子
中
学
生

優
勝
冨
岡
茜　

準
優
勝
吉
見
陽
加
里

　

３
位
村
上
凜
奈
▼
男
子
高
校
生
優

勝
坂
佐
井
健
悟
▼
女
子
高
校
生
優
勝

増
子
永
愛　

準
優
勝
寺
門
紗
也
香

【
男
女
１
０
０
Ｍ
個
人
メ
ド
レ
ー
】

優
勝
高
野
晃　

準
優
勝
和
田
宝
輝

　

３
位
井
坂
美
優

【
男
女
１
０
０
Ｍ
フ
リ
ー
リ
レ
ー
】

優
勝
プ
ー
ル
ス
タ
ッ
フ　

準
優
勝
Ｔ

Ｒ
Ａ
Ｃ
Ｋ
＆
Ｓ
Ｗ
Ｉ
Ｍ　

３
位
太
田

第
一
Ｃ

【
男
女
１
０
０
Ｍ
メ
ド
レ
ー
リ
レ
ー
】

Information

優
勝
プ
ー
ル
ス
タ
ッ
フ　

準
優
勝
太
田
第
一
Ｃ　

３
位
Ｔ
Ｒ
Ａ

Ｃ
Ｋ
＆
Ｓ
Ｗ
Ｉ
Ｍ

第
33
回
市
民
テ
ニ
ス
（
男
子
ダ
ブ
ル

ス
）
大
会
［
10
月
9
日
／
山
吹
運
動

公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
］（
カ
ッ
コ
内
は
所

属
）
優
勝
弓
野
佳
介
・
廣
木
浩
（
市

体
協
テ
ニ
ス
）
準
優
勝
浅
野
智
・
橋

本
正
人
（
太
田
グ
リ
ー
ン
）
３
位
小

野
瀬
慎
也
・
石
川
滉
大
（
無
所
属
）

第
12
回
市
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大

会［
10
月
9
日
／
太
田
二
高
体
育
館
］

優
勝
セ
レ
ク
タ
ー
ズ　

準
優
勝
葵
ク

ラ
ブ

第
31
回
市
長
杯
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

大
会
［
10
月
16
日
／
山
吹
運
動
公
園

市
民
体
育
館
］
優
勝
西
小
沢
ラ
ビ
ッ

ツ　

準
優
勝
ス
マ
イ
リ
ー
ズ　

３
位

ｔ
ｅ
ａ
ｍ
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｒ
☆

第
31
回
市
民
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

【
10
月
30
日
／
山
吹
運
動
公
園
市
民

体
育
館
］（
カ
ッ
コ
内
は
所
属
）〈
男
子
〉

▼
Ａ
ク
ラ
ス
優
勝
朝
倉
・
鈴
木
（
圭
）

（
太
田
バ
ド
・
無
所
属
）　

準
優
勝
岡

崎
・
安
藤
（
ゴ
ー
ル
ド
ラ
ッ
シ
ュ
）

３
位
清
水
・
菊
池
（
ゴ
ー
ル
ド
ラ
ッ

シ
ュ
）
▼
Ｂ
ク
ラ
ス
優
勝
益
子
・
小
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Information

し
ま
れ
て
い
ま
す
。
ク
ラ
ブ
を

握
れ
ば
、
初
対
面
の
人
た
ち
の

チ
ー
ム
で
も
、
年
齢
に
関
係
な

く
す
ぐ
に
話
も
は
ず
み
、
ゲ
ー

ム
中
、
楽
し
く
和
や
か
な
時
間

を
皆
さ
ん
過
ご
さ
れ
た
よ
う
で

す
。

　

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
は
、
個

人
の
競
技
で
す
が
、
チ
ー
ム
で

ホ
ー
ル
を
回
る
と
こ
ろ
に
も
魅

力
が
あ
る
よ
う
で
す
。

　

健
康
維
持
・
増
進
の
一
手
段

と
し
て
、
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
交

流
会
で
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
だ
よ
り

　

秋
晴
れ
の
10
月
23
日
に
、「
第

17
回
市
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大

会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
例
年
11

月
開
催
の
と
こ
ろ
、
今
回
は
1
カ

月
前
倒
し
の
実
施
で
募
集
に
不
安

が
あ
り
ま
し
た
が
、
申
込
受
付
を

開
始
し
て
み
る
と
2
時
間
ほ
ど
で
、

３
０
０
人
の
定
員
に
達
し
ま
し
た
。

大
会
は
、
20
ホ
ー
ル
設
定
で
多
少

ハ
ー
ド
と
思
わ
れ
ま
し
た
が
、
気

温
も
穏
や
か
で
、
参
加
者
か
ら
も

好
評
で
し
た
。
参
加
者
の
年
齢
を

見
て
み
る
と
、
今
年
は
、
最
高
齢

93
歳
の
お
二
人
を
は
じ
め
、
90
歳

以
上
の
参
加
が
5
人
あ
り
ま
し
た
。

40
歳
代
か
ら
の
幅
広
い
世
代
に
親 問�

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
（
☎
73
‐
０
０
９
０
）

口（
大
子
）準
優
勝
佐
藤
・
鈴
木（
利
）

（
大
子
）
３
位
石
井
（
雄
）・
寺
山
（
サ

タ
デ
ー
ズ
）
皆
川
・
内
田
（
ゴ
ー
ル

ド
ラ
ッ
シ
ュ
）
▼
Ｃ
ク
ラ
ス
優
勝
松

浪
・
石
川
（
サ
タ
デ
ー
ズ
）
準
優
勝

宮
本
・
小
室
（
太
田
ク
ラ
ブ
）
３
位

斉
藤
・
松
本
（
サ
タ
デ
ー
ズ
）〈
女

子
〉
▼
Ａ
ク
ラ
ス
優
勝
江
原
・
大
和

田
（
太
田
ク
ラ
ブ
）
準
優
勝
江
幡
・

黒
山
（
都
）（
無
所
属
・
ｆ
ａ
ｍ
ｉ

ｌｙ
）▼
Ｂ
ク
ラ
ス
優
勝
黒
山（
夏
）・

黒
山
（
瞳
）（
ｆ
ａ
ｍ
ｉ
ｌｙ
）　

準

優
勝
豊
田
・
山
田
（
ｆ
ａ
ｍ
ｉ
ｌｙ
）

３
位
七
井
・
後
藤
（
真
）（
オ
リ
ー
ヴ
）

▼
Ｃ
ク
ラ
ス
優
勝
金
子
・
岡
村
（
大

子
）
準
優
勝
岡
崎
・
松
浦
（
☆
Ｓ
‐

ｇ
ｉ
ｒ
ｌ
ｓ
☆
）
３
位
河
井
・
酒
井

（
☆
Ｓ
‐ｇ
ｉ
ｒ
ｌ
ｓ
☆
）	

第
17
回
西
金
砂
登
山
マ
ラ
ソ
ン
【
11

月
20
日
／
西
金
砂
湯
け
む
り
の
郷

「
金
砂
の
湯
」
他
】【
男
子
14
㎞
】
▼

39
歳
以
下
優
勝
エ
バ
ン
ス
マ
ラ
ー
サ

（
日
立
市
）
準
優
勝
Ｏ
Ｇ
Ａ
Ｔ
Ａ
Ｊ

Ｏ
Ａ
Ｓ
Ｈ
（
日
立
市
）
3
位
大
内
一

真
（
那
珂
市
）
▼
40
歳
代
優
勝
大
山

研
二（
那
珂
市
）準
優
勝
下
村
勧（
石

岡
市
）
3
位
宝
徳
忍
（
那
珂
市
）
▼

50
歳
代
優
勝
鈴
木
恭
介
（
ひ
た
ち
な

か
市
）
準
優
勝
小
林
公
則
（
ひ
た
ち

な
か
市
）
3
位
佐
藤
健
一
（
ひ
た
ち

最高齢者賞の 鈴木かねさん㊧
と棚部一郎㊨さん

A ブロック優勝の齋藤　さん㊧
と B ブロック優勝の古川仁一さ
ん㊨

な
か
市
）▼
60
歳
代
優
勝
小
林
修（
日

立
市
）
準
優
勝
内
海
憲
治
（
高
萩
市
）

3
位
小
野
崎
信
一
（
日
立
市
）
▼
70

歳
以
上
優
勝
平
山
勝
男
（
栃
木
県
）

準
優
勝
志
釜
東
一
（
石
岡
市
）
3
位

高
橋
伸
一
（
ひ
た
ち
な
か
市
）
▼
高

校
優
勝
佐
藤
幸
裕
（
水
戸
市
）
準
優

勝
萩
谷
駿
太
（
常
陸
太
田
市
）
3
位

片
岡
俊
輔
（
常
陸
太
田
市
）【
女
子

14
㎞
の
部
】
▼
39
歳
以
下
優
勝
綿
貫

丹
子
（
ひ
た
ち
な
か
市
）
準
優
勝
浜

中
敬
子
（
千
葉
県
）
3
位
矢
口
由
加

里
（
日
立
市
）
▼
40
歳
代
優
勝
齋
藤

純
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秋
の
ま
つ
り

お
か
げ
さ
ま
で
大
盛
況
！

竜神峡紅葉まつり
11/1～30

里美カントリーミュージック
フェスティバル 　11/12～13

里美かかし祭
10/29～12/3

常陸秋そばフェスティバル里山フェア2016
11/12～13　

里美新そば祭
11/12～13

さとみ秋の味覚祭
11/5～6

里美案山子音楽祭
11/19～20

13 店舗が出店し 17,000 食を販売。
75,000 人が来場しました。常陸太田市役所　72-3111広報ひたちおおた　2016 年 12 月号 16

けんちん村まつり
11/27
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11 月 19 日、茨城県北芸術祭のイベントのひとつ、
カレーキャラバン in 常陸太田市が鯨ケ丘に登場。市
内で調達した食材と、居合わせた人びとの知恵をまぜ
あわせ、カレーを作りました。集まった人たちとスパ
イスの効いたおいしいカレーを食べながら、人々との
紐
ちゅうたい

帯について考えました。

カレーキャラバン in 常陸太田市
恵を混ぜ合わせてカレー作り知

下利員町大運動会
を深める地域の運動会絆

市役所庁舎にプロジェクションマッピング
大なスクリーンに芸術を映す巨
まちの話題 my town news 

11 月 12 日、茨城県北芸術祭の一環でアーティスト
の深澤孝史さんによる想像上の市の祭り、常陸佐竹市
祭が行われ、約 100 人が参加。郷土資料館梅津会館か
ら若宮八幡宮にかけて、常陸佐竹神輿巡行パレードが
行われました。若宮八幡宮では和田宮司のあいさつの
後、佐竹高校吹奏楽部などによる奉納コンサートなど

があり
ました。

常陸佐竹市祭
空の市をテーマにパレード架

下草を刈ることで木の生育が良くなります

10 月 29 日、すいふ恵海の森づくり事業として、下
刈り作業が行われました。これは、河川上流域に広葉
樹を植樹することで、海の環境保全に果たす森林の重
要性について考えようというもの。エコミュージア
ム事業にも取り組む上高倉町持方地区にボランティ

アが集まり森林
約 5ha を整備し
ま し た。 作 業 後
には地域の方が
作った豚汁をい
た だ き、 疲 れ も
吹き飛びました。

すいふ恵海の森づくり
しい里山のために美 木崎保育園児がハロウィーン仮装

菓子をくれないと・・・お
10 月 28 日、木崎保育園児が魔女やねずみの仮装を

して鯨ケ丘に登場。鯨ケ丘にあるお店を巡り「トリッ
ク・オア・トリート！お菓子をくれないといたずらし
ちゃうぞ」と言って、お店の方からお菓子をもらうこ
とができた園児たち。最後には全員で「もういたずら
はしません！」と元気にお約束ができました。もちろ
ん「ありがとう」のあいさつもできていました。

10 月 10 日、下利員町大運動会が下利員子供広場
で開催されました。この運動会は、町会が主催し、
地元青年会が運営し、今年で 39 回目。毎年途切れ
ることなく、地域の恒例行事として定着しています。
この日も、子どもから高齢者まで、一緒に笑い、走り、
連帯感を確認し合った運動会となっていました。

いっぱい投げ込む引っ越し大名よしのぶ君神輿

トリックオアトリート！

芋がらや地酒等地元の食材で調理

11 月 5 日、茨城県北芸術祭の一環でラファエル・
ローゼンダールさんによるプロジェクションマッピン
グ作品「from here to there（ここから、そこへ）」が
市役所庁舎をスクリーンにして上映されました。冷え
始める時間帯でしたが、小さなお子さんなど幅広い年

齢層の方約 600 人が来
場。この上映で使われ
た電力は、電気自動車
で賄われ、車にも注目
が集まっていました。

メンバーの木村健世さん㊧木村
亜維子さん㊥加藤文俊さん㊨巨大なスクリーンで鑑賞した

大きく口を開けてパクッ

どうもありがとう

吹奏楽部による演奏
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まちの話題 my town news 

11 月 9 日、生涯学習センターで市民団体「布遊」
によるサンタクロースの吊るし飾りワークショップ
が開催され 22 人が参加しました。参加した皆さんか
らは、「自宅に飾ります。そしてプレゼント用にも作
りたいです」「楽しいので月に 2 回くらい講座を開い
てほしい」などの声が上がっていました。

サンタクロースの吊るし飾り制作教室

いサンタが季節を届ける赤

かわいいサンタさん真剣に縫います

市指定文化財集中曝涼
史に触れる歴 県知事との懇談会

事と地域の課題を語る知

有意義な意見交換がされた

10 月 15 日・16 日、市指定文化財集中曝涼が開催
されました。市内各地で大切に守られている貴重な
文化財を年に一度虫干しを兼ねて一般公開する事業
で、学生ボランティアや地元の方たちが丁寧に説明
し、湯茶などのおもてなしもあり歴史好きな方に好
評でした。

地域の方の温かいおもてなし

10 月 14 日、里山ホテルときわ路で県知事との懇談
会が行われました。県自治会連合会（篠原勝幸会長）
主催で県内の加盟団体から約 100 人が参加し、橋本昌
県知事と旧里美高校跡地の活用など地域の課題につい
て意見交換を行いました。

私たちが説明に当たりました

島町三世代ふれあいのつどい・和久町収穫感謝祭
代をつなぐ絆世

10 月 2 日、宝金剛院前広場で島町三世代ふれあい
のつどいが行われ、約 100 人が参加。パンくい競争や
芋煮会が行われたほか、消防署員による心肺蘇生法や
AED（自動体外式除細動器）の研修がありました。また、
11 月 23 日、和久町では三世代そろっての収穫感謝祭
が行われました。消火訓練や茶道体験、餅つき、輪投
げなどが行われ、最後はおいしいそばを食べていました。

芋煮汁をおいしく食べました

10 月 22 日、総合福祉会館で健康まつりが行われま
した。今年のテーマは「高血圧予防」で、オフィスあ
んず主宰で内科医の武藤京子氏による「高血圧予防と
健康長寿」の講演や、つくば市の三浦亜

つ ぐ こ

子氏による「笑
いヨガワークショップ」など健康に関するたくさんの
イベントが実施されました。

健康まつり
しみながら健康を学ぶ楽

10 月 28 日、山吹運動公園で第１回常陸太田スク
エアステップ交流会が行われ、市内全域から約 200
人が参加しました。午前中に基本ステップの演技を
行い、午後からはリーダー会による上級ステップの
披露もありました。参加者からは「難しいけど、楽

しい。頭の体操にな
る」「2 カ月ぐらい続
けているけど、片足
で立てるようになっ
た。これからも続け
ていきたい」などの
声が聞けました。

常陸太田スクエアステップ交流会
堂に会して親睦を深める一

全員で基本ステップ 健康相談、血圧測定等が行われた 笑いヨガで健康に

茶道を体験したよ
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11 月 6 日、図書館で小学生 5 人が一日図書館員体験
を行いました。体験したのは窓口での貸出・返却の受
け付けや読み聞かせなどの業務。体験した皆さんは本
が大好きだそうで、本に関わる仕事を一生懸命にして
いました。

子ども一日図書館員体験
識の泉で職業体験知

バーコードを読み取り貸出作業

11 月 12 日、生涯学習センターで「第 30 回都々逸
全国大会」が行われました。都々逸は当市出身の初代
都々一坊扇歌によって確立されたもの。今年は当市出
身の柳家さん助さんがゲストとして落語を披露しまし

た。また今回は、第 30 回の記
念大会ということで市内の事
業者から協賛があった常陸牛
などが副賞として手渡されま
した。

都々逸全国大会
然を詠み社会風刺をとらえる自
まちの話題 my town news 

11 月 13 日、今年で 3 回目となる久米の郷ふれあい
祭りが、大里ふれあいセンターで行われました。みんな
でラジオ体操をして開会。その後、久米幼稚園児の演技
や手品などを鑑賞。文化的な催しの後は、アームレスリ
ングやキックターゲット、輪投げなどで体を使いました。
もちろん祭りの醍醐味、模擬店では、おいしいものも食
べられました。

久米の郷ふれあい祭り
域連携のまちづくり地

防災ヘリコプターも登場

機初・西小沢・幸久・世矢の各地区で防災訓練が行
われ、地域の方たちが参加。消火訓練や応急・救護訓
練などさまざまな体験を行い、いざという時のために
防災意識の向上と知識の習得を図りました。

各地で防災訓練
害に備える災

くまもとから元気をプロジェクト！
まモンがきたもんく

11 月 11 日、熊本県と訪問地のつながりをくまモン
が見つけ、全国にほのかな幸せを届けるくまもとから
元気をプロジェクト！ in 茨城でくまモンが西山御殿（西
山荘）を訪れました。くまモンは、水戸徳川家とのつ
ながりを探したほか、来場者との写真撮影に応えるな
どサービスたっぷりで人々から
笑顔をひきだしていました。

みんなそろってラジオ体操

降雨体験車で豪雨を体験

この印籠が目に入らぬか～

唄の部で都々逸大賞を受賞した安嶋敏子さん。作詞の部は宿題句が
小野桂之介さん（横浜市）「祭囃子を　遠くに聞いて 　妻と分け合
う　ロング缶」、自由句が河野喜雨さん（行方市）、「揺れていたって
　崩れはしない　好きで一緒に　なった仲」

上手く狙えるかな？

じょうづるさんがお出迎え

読み聞かせに挑戦

11 月 13 日、里川コミュニティセンターで第 20 回
里川地区産業祭が開催。野菜や加工品など 148 点が出
品され審査と表彰が行われました。この産業祭は、生
産技術の向上と優良品種の改良普及などを図り、地域
住民の親睦を図ることを目的に行われているもの。審

査後の会場は、出品
された展示品を見た
地域の方の笑顔と感
嘆の声であふれてい
ました。

産物の生産技術を競う農 第 20回里川地区産業祭

立派な出来栄えに思わず笑顔
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今回は、元久米第二小学校跡の玉造霊園に車を停めて出発します。ここは玉造村のミイラがいたとされる弥勒院
跡地であり、「常

ひ た ち の く に ほ く ぐ ん り て い け ん す う の き

陸国北郡里程間数之記（加藤寛斎著）」にミイラのスケッチが残されています。玉造町は近くを流
れる山田川や久慈川からメノウの原石が採取されることから古墳時代に勾玉などを作っていた人々の集落があった
と考えられており、畑からメノウの玉の未完成品が多く出土したことが町名の由来ともされています。また火

ひ ぶ せ

防の
神として名高い愛宕神社や、県指定文化財の絹

けんぽんちゃくしょくごだいそんえぞう

本著色五大尊絵像や両界曼荼羅があります。見どころが凝縮された
玉造町をぜひ訪れてみてください。

市内の自然・史跡や特産品なども交えて見どころをお伝えしながら、地
元の身近なウォーキングコースを紹介していきます。意外と知られて
いない名所や素晴らしい自然を巡りながら、皆さんも歩いてみませんか。

ひたちおおた

て  て  ウォークく　 く 67

距離：約3km 所要時間：2時間玉造町ハイキングコース玉造町ハイキングコース
☎72-3201）72（☎ 01

  
文化課エコミュージアム推進室（☎72-3201）

166

Ｎ

至  久米町 至  大平町

至  芦間町

スタート・ゴール

出羽三山詣道標⑥

愛宕神社③

馬力神②

久米第二小学校跡・玉造霊園①

十九夜尊祠⑤

猿田彦神社④

十九夜尊祠

「絹本著色五大尊絵像」収蔵庫

石仏

石仏

元は弥勒院とされ古い僧侶
の墓などが集められている

チゴユリ

マユミ

ヤブコウジ（十両）

馬の供養のために建てられた
もので馬力神と刻まれたもの
は比較的新しい

道標を兼ねる

女人講で子育てや安産を祈願す
る子安観音が納められている

愛宕神社の階段途中にあり裏手
に甲冑を着た地蔵が立つ

防火に霊験のある神社と
して知られている

①

②

③

⑤
⑥

④

久米第二小学校跡地・
玉造霊園

馬力神

愛宕神社

十九夜尊祠
出羽三山詣道標

猿田彦神社

Ｐ 9　黄門様知ってＱ！の答え　×
参加したガイドさん
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岡 部 彰 博 さん（小沢町）

 問 商工振興・企業誘致課（内線 622）

「松盛」「岡部」等の日本酒や梅酒などを造ってい
ます。気温が高いと温度管理が難しいため、11 月
後半から 4 月上旬の寒い時期に酒造りをします。そ
れ以外の時期は発送の準備や営業などをしています。
最近では県外だけでなく、海外に卸すこともありま
すが、地元の飲食店で地酒が飲めるように、より多
くの市内のお店においてもらうことに力を入れてい
ます。

また、ここ数年は常陸太田地酒プロジェクトとい
う取り組みで地域の皆さんと田植え・稲刈りなどを
行い、市内の農家さんに作ってもらった常陸太田産
のお米（美山錦）を使って「ご縁だね」という日本
酒を造っています。この地酒プロジェクトは来年度
も行う予定ですので、ぜひご参加ください。

創業は明治 8 年、私は 6 代目です。2 年半前に継
ぎました。それまでは主に営業を行っていたため、
酒造りにおいてはまだまだ学ぶことが多く苦労もあ
りますが、地元に愛されるお酒を目指し、これから
も頑張っていきます。12 月下旬から続々と発売され
る新酒もお楽しみいただければと思います。

地域に根ざした酒造り

岡部合名会社
所在 　小沢町 2335
従業員　10 人
電話番号　74‐2171
創業　明治 8 年

No.21平成 28 年 12 月号スポ
ーツ
に親
しむ

団体
等を
紹介 オオタスポーツオオタスポーツ

※随時団員を募集中です。まずは体験から !お気軽にお問い合わせください。

　子供の目線で一人ひとりの個性に合わせながら指導する
ことを基本にしています。練習や試合の中で、仲間と共に
喜怒哀楽を味わうことができることは友情を育む上でも大
きな魅力の一つだと思います。野球は、試合をする上でた
くさん頭を使うスポーツなので、仲間と相談しながら野球
を楽しんでいる姿を見ているととても嬉しくなります。見
学はいつもで大丈夫ですので、お子さんが野球をしたいと
興味を示した時にはぜひご連絡ください。

Team Data

☆�団員数　小学生の男女 27人
☆設立年　平成 28年
☆練習日時　土曜日・日曜日・祝祭日　　　　　
　　　　　　9：30~15：00　
☆練習場所　山吹運動公園
☆�問い合わせ　小山田正弘　☎ 090-3043-5821

常陸太田学童野球スポーツ少年団

投げるぞ ~

ホームラン狙うぞ！



今月は「水府幼稚園」と「すいふ保育園」で～す

この広報紙は再生紙を使用しています

12 月で１歳です！元気
に

すく
すく

素敵なツリーができました！クリス
マスが待ち遠しいな (*^_^*)

お子さんの満１歳の記念に写真を
掲載してみませんか。掲載希望の
方は、下記の申込フォームからお
申し込みください。写真を添えて
窓口または郵送でお申し込みいた
だくことも可能です。

表紙に
よせて

一段と澄んだ冬の空気の中できらめく無数の輝き。イルミネーションで彩られた常陸太田駅が皆さんをお迎えし
ます。実施期間は平成 29 年 1 月 10 日まで。

◇�対象　市内に住所を有する平成 28年 2月生まれのお子さん（2 月号掲載分）
��◇応募締切　平成 29年 1月 10 日火
�◇�必要事項　お子さんの氏名（ふりがな）・性別・生年月日・住所、応募者（保護者）の氏名・電話番号

市村優
ゆ う さ

幸くん
12月23日（木崎一町）

棚井彩
あ や ね

音ちゃん
12 月 28 日（寿町）

おめでとう！
はじめての誕生日

伊藤悠
ゆ う た

太くん
12月17日（山下町）

河原井悠
は る ひ

光くん
12月21日（天神林町）

サンタさん見に来て！

【すいふ保育園】年長さん（さくら組）・
年中さん（ひまわり組）

◇�申込フォーム　市のホームページの「市政」→ 「広報・広聴」→「はじめての誕生日申し込み」
または携帯電話などのバーコードリーダーで、右のＱＲコードを読み取ってお申し込みください。
◇�その他　応募された写真は返却しませんのでご了承ください。
申��問情報政策課広報広聴係（〒 313-8611 常陸太田市金井町 3690 ／メールアドレス　joho2@city.

hitachiota.lg.jp ／内線 303・304）　

発行　常陸太田市／編集　情報政策課
〒 313-8611　常陸太田市金井町 3690
＊広報ひたちおおたは、市のホームページでもご覧になれます　URL  http://www.city.hitachiota.ibaraki.jp/

黒羽虹
こ い ろ

色ちゃん
12 月 7日（増井町）

秋山結
ゆ い ら

麗ちゃん
12 月 7日（栄町）

野又優
ゆ う と

人くん
12月10日（薬谷町）

寺田丈
じょうじ

二くん
12 月 6日（寿町）

鈴木想
そ う た

汰くん
12 月 13 日（幡町）

山寺玲
れ い

衣くん
12月 12日（岩手町）

響け！すいふ太鼓
力いっぱい演奏したよ！元気な太鼓
が竜神様にも届いたかな？

【水府幼稚園】年長さん（そら組）・年
中さん（つき組）・年少さん（ほし組）


